
本日のお話の内容 

羅臼に痕跡を記した先史時代の人々は知床の地形や気候、更には動物や植物を 

巧みに利用し、現在知られている限り約八千年間で７７箇所の遺跡を遺してきま 

した。縄文時代等というと、いわゆる漫画に出てくるような「原始人」の生活を 

想像しがちですが、近年の発掘調査では、現代のログハウスと変わらないような 

住居に生活し、前浜に産する多様な海産物を利用、またクジラやトド、アザラシ 

などを大規模な漁法により捕獲していたことも解ってきました。 

  今回の講座では３０数年間の発掘調査で蓄積されたデーターをもとに、知床に 

生きた古代の人々の生活を紹介します。 

 

講師から一言 

考古学は緻密な発掘調査を基に、大胆な想像力によって古代の人々の生活を復元してい

く学問です。その過程で過去の自然環境の変化や、すでに絶滅してしまった動物とヒトと

の関わりも見えてきます。 

「古代のロマン」を体感してみませんか。 

講師： 涌坂 周一 （わくさか しゅういち） 

 

（羅臼町教育委員会郷土資料室 室長） 

 

 

＜プロフィール＞ 

 

川上郡標茶町生まれ。國學院大學文学部 

史学科を卒業後、1977 年より羅臼町 

教育委員会学芸員として郷土資料室に勤務。 

松法川北岸遺跡やオタフク岩遺跡など羅臼での数々の 

発掘作業を手がけた。現在は同資料室室長。 

平成 21 年度国立公園等民間活用特定自然環境保全活動（グリーンワーカー事業） 

2009 年 9 月 18 日（金） 
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『知床らうす自然講座』 

第３回「羅臼の古代遺跡と自然の利用」 
 

【講師紹介】 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


